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気候危機への対応
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１．気候変動対策は加速するか
（１）国際社会の中での変化
（２）日本の2050年ゼロエミッション宣言
（３）あと4年、未来を守れるのは今

２．気候変動と感染症 ～現在・未来・過去のリスク～
（１）現在 ～今ここにある危機～
（２）未来 ～温暖化による感染リスクの増大
（３）過去 ～タイムカプセルに潜む危機～

３．地域の気候危機への対応とまちづくりの動き
（１）地域の気候対策の現状と課題
（２）気候変動対策の地域課題
（３）地域の脱炭素シナリオづくりの先進事例
（４）森林資源の活用による脱炭素地域づくり先進事例
（５）脱炭素地域づくりに向け、地域の状況に即した対策のポイント
○地域の再生可能エネルギー普及と地域貢献型新電力
○快適な住まい・働く場所と快適な移動
○適応、防災、感染症対応
○自治体間の連携と総合的対策が必要
○地域版グリーンディールとジャスト・トランジション
○市民参加とパートナーシップ、地域資源の活用



1.5℃⽬標に整合する
2050年までの道筋
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あるべき⽇本の削減⽬標

2030年 60％以上減

2040年 80％以上減

2050年 100％減



政府のゼロエミッション宣⾔
とその中⾝＝イノベーション頼み
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⽔素・アンモニアの発電利⽤は
本末転倒

• ⽔素は現状では化⽯燃料を原料に作られCO2排出を伴う。さらに⽔素から
アンモニア合成するにも⼤量のエネルギーを必要とする。

• 海外で製造した場合には輸送のエネルギーもかかる。
• 政府は技術を普及するために、製造・運輸時のCO2排出を問わないとし、

コストを安くすることを重視。
• 将来的には再⽣可能エネルギー電気を利⽤して⽔素やアンモニアを製造す

る構造もあるが、代替のない分野で利⽤すべき。電⼒は最初から再エネを
電気で使うべきであり、⽔素やアンモニアにしてから燃やすのは本末転
倒。

5出典）燃料アンモニア導入官民協議会中間取りまとめ 2021年2月8日



ご清聴ありがとうございました。
ご質問・ご意⾒は気候ネットワーク
東京事務所の桃井までお気軽にお寄せ下さい。

メール︓momoi@kikonet.org
電話︓03-3263-9210、FAX︓ 03-3263-9463 
URL︓http://www.kikonet.org

気候ネットワークは地球温暖化を防ぐために市⺠の⽴場から提案×発信×⾏動す
るNGO/NPOです。気候ネットワークは多くの⽅々のご参加・ご⽀援によって⽀えられ
ています。どうか、ご⽀援をよろしくお願いいたします。オンライン寄付・⼊会ページは次
よりアクセスできます。
URL︓https://www.kikonet.org/support/individual/member-form
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